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第 6 章 油尾市における諸エスニック・グループと「漁民」













第 7 章 あらたな他者とエスニシティ
第 7 章では、春節と清明節を取り上げる。春節、清明節ともに香港移住者が帰郷するタイミングの一つで、
ある。こうした重要な年中行事の期間には、レストランでの食事など盛んな消費活動が行われる。その際、
日ごろ没交渉に近い地元民と出稼ぎ労働者が接する機会も増加する。こうした年中行事のすごし方を民族誌
的に記述することを通じて、日々の生活から垣間見える油尾の「文化J をめぐるあらたな状況について分析
を行なった。
かつては、居住形態をはじめ、目に見える差異に基づいてカテゴライズが行われていた水上居民と陸上居民
であるが、現在では双方とも陸上に住み、基本的に同じ言語を使用し、春節や清明節など節目のすごし方も
似通っている。
特に、文化的な「新たな他者J である香港人帰郷者や出稼ぎ労働者との対比でみれば、油尾での生活、油
尾の習慣を共有しているがゆえの相対的な文化的距離の近さを意識することになるのではなかろうか。従っ
て、「文化的他者」との接点、が増える行事は、水上居民と陸上居民との聞のかつての差異を消しさる契機にな
りうるものである。
終章結論消え去る差異生み出される差異
現代油尾の「漁民J 認識を構成するものを大きく二つに分けると、日々の生活上観察可能な差異を根拠と
した差異化と、歴史など目に見えないものを用いる概念的差異化とに分類することができる。水上居民であ
った「漁民J 最大の特徴たる水上生活が行われなくなって以降も、現実に観察可能な差異は減少している。
一方、学術的諸構築物が「漁民」の概念的差異化に大きく寄与しており、それは近年でも再生産されている
ことが指摘できる。現在では、陸上がりを済ませ、「漁業J に既に従事しない者も存在する泊尾の「漁民J が、
なぜ「漁民」と呼ばれ続けるのか。現実に観察可能な差異がなくなっても「漁民」を差異化できるメカニズ
ムはここにある。
? ?? ?
論文審査結果の要旨
本論文は、中国・広東地域の水上居民に焦点をあて、当該地域社会においてその文化的差異に基
づく境界が維持されたり変化したりする過程を、歴史文献と現地調査成果を用いながら詳細に明ら
かにした研究である。エスニシティーに関わる先行研究を批判的に整理し、自分の用いるべき分析
榊Eみを明確に提示している点、また地方志や中華人民共和国成立以降の行政文書などを用いた手
堅い文献研究と、現地調査にもとづく民族誌的記述を組み合わせ、資料的に厚みをもった考察がな
されている点、そしてそれらを踏まえて一定のオリジナリティーある結論が導かれている点におい
て、学術論文としての形式・内容・分量を十分に備えた論文であると言える。
序章では、文化人類学におけるエスニシティー関連の先行研究について批判的整理を行い、脱集
団枠組み的な視座の有効性を結論づけている。続く第 1 章では、中国人、欧米人、日本人等による
中国の水上居民研究史を整理し、学術的な水上居民像の形成過程について明らかにしている。また
第2章では、民族政策や社会状況の変化にともなう 1970 年代以降の水上居間象の再編について論じ
ている。第3章で調査地・広東省泊尾市の概況を述べ、第4章では 1950 年代以降の泊尾における水
上居民の「漁民」としての再編過程とその後の陸上がりの過程をたどり、さらに第5章では今日の
泊尾における廟祭班活動や漁民文化の資源化の動向を分析している。第6 章では、油尾の地題財士会
内に暮らしてきた他の諸エスニック・カテゴリー(ショオ族、客家、白話系漁民など)と「漁民J
との文化的差異のあり方を考察し、続く第 7章では、詳細な参与観察に基づき、文化的に他者性の
強し、新来の人々(香港からの帰郷者や中国内陸地域からの出稼ぎ移民なめとの接触によりもたら
される境界変化について考察している。そして終章では、それら諸章の分析・考察を踏まえ、油尾
の水上居民の文化的差異性を強化する要因/弱化する要因を整理した上で、陸上がりが進んだ今日、
日常次元の目に見える差異は消滅しつつあるにもかかわらず、歴史や起源を根拠とした目に見えな
い差異化は維持されており、そこに学術的な言説が不可分に関与していることを明らかにしている。
中国広東省泊尾市の水上居民について、その差異性の維持や消滅の過程が丹念に解明されており、
エスニシティーの動態についての精微なケーススタディーとして一定の成果をおさめていると言え
るが、彼らの生活上の目に見える差異が事実上消滅しつつある現在、「歴史j などの目に見えない概
念的差異によってなお差異化が制撤している理由について、一歩踏み込んで考察するには至ってお
らず、その点に今後の課題を残したことは惜しまれる。ただし、その点を差し引くとしても、当該
分野において高度なオリジナリティーを具備する研究として認めるに十分な内容であり、よって、
本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
84 
